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平成２９年  第３回  まんのう町議会定例会  

まんのう町告示第８７号 

 平成２９年第３回まんのう町議会定例会を次のとおり招集する。 

                           平成２９年８月２１日 

                           まんのう町長 栗田 隆義 

１．招集日 平成２９年９月１日 

２．場 所 まんのう町役場議場 

平成２９年第３回まんのう町議会定例会会議録（第１号） 

平成２９年９月１日（金曜日）午前 ９時３０分 開会

出 席 議 員  １４名

    １番 竹 林 昌 秀        ２番 川 西 米希子 

    ３番 合 田 正 夫        ４番 三 好 郁 雄 

    ５番 白 川 正 樹        ７番 白 川 年 男 

    ８番 白 川 皆 男        ９番 大 西   樹 

   １０番 藤 田 昌 大       １１番 松 下 一 美 

   １２番 三 好 勝 利       １３番 大 西   豊 

   １４番 川 原 茂 行       １５番 田 岡 秀 俊 

欠 席 議 員 な し

会議録署名議員の指名議員 

    １番 竹 林 昌 秀        ２番 川 西 米希子 

職務のため出席した者の職氏名 

   議 会 事務局長  多 田 浩 章   議会事務局係長  平 田 友 彦 

地方自治法第１２１条の規定により、説明のため出席した者の職氏名 

   町 長  栗 田 隆 義   副 町 長  栗 田 昭 彦 

   教 育 長  三 原 一 夫   総 務 課 長  髙 嶋 一 博 

   企 画 観光課長  長 森 正 志   税 務 課 長  常 包 英 希 
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   住 民 生活課長  細 原 敬 弘   福 祉保険課長  佐 喜 正 司 

   会 計 管 理 者  萩 岡 一 志   健 康増進課長  久保田 純 子 

建設土地改良課長  池 田 勝 正   農 林 課 長  森 末 史 博 

   琴 南 支 所 長  雨 霧   弘   仲 南 支 所 長  見 間 照 史 

   教 育 次 長  脇   隆 博   学 校教育課長  香 川 雅 孝 

   生 涯 学習課長  松 下 信 重   水 道 課 長  天 米 賢 吾 

   地 籍 調査課長  池 下 尚 治 

○田岡秀俊議長  おはようございます。会議に先立ちまして、去る８月２日永眠され

ました、故関洋三議員に黙禱をささげたいと思います。 

 黙禱。 

 ありがとうございました。 

 ただいまの出席議員は１４名であります。定足数に達しておりますので、これより平成

２９年第３回まんのう町議会定例会を開会いたします。 

 招集者であります町長の御挨拶をお願いいたします。 

 町長、栗田隆義君。 

○栗田町長  皆さん、おはようございます。本日、平成２９年第３回９月まんのう町

定例会を開催いたしましたところ、議員各位におかれましては、公私ともに大変お忙しい

中、御参集を賜りましてありがとうございます。 

 あかあかと日はつれなくも秋の風と松尾芭蕉が歌っておりますように、残暑厳しい中で

はありますが、朝昼は随分と秋の気配が感じるようになりました。 

 今回、上程させていただいておりますのは、報告１件、平成２８年度決算認定９件及び

議案８件でございます。よろしく御審議の上、御議決賜りますようお願いを申し上げます。 

 最後になりますが、関洋三議員さんの安らかなる御冥福を心からお祈りを申し上げまし

て、開会の挨拶とさせていただきます。 

○田岡秀俊議長  直ちに本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付したとおりであります。 

 日程に入るに先立ちまして、議会報告をいたします。 

 事務局長、多田浩章君。 

○多田議会事務局長  御報告申し上げます。 

 初めに、町長から、地方自治法第１８０条第１項の規定に基づく専決処分報告１件を受

理いたしました。 

 次に、地方自治法第２３３条第３項及び地方公営企業法第３０条第４項に基づく決算認

定案件９件を受理いたしました。 

 次に、地方自治法第１４９条の規定に基づく議案８件を受理いたしました。 
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 次に、会議規則第１４条の規定に基づく議員提出議案１件を受理いたしました。 

 次に、組合議会関係について、平成２９年７月１４日、平成２９年第２回香川県後期高

齢者医療広域連合議会臨時会が開催され、議案第７号 専決処分の承認について（平成２

８年度香川県後期高齢者医療広域連合後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第２号））

ほか５件の審議がされております。 

 平成２９年７月２０日、平成２９年第１回仲多度南部消防組合議会臨時会が開催され、

議案第１号 仲多度南部消防組合監査委員（識見者）の選任についての審議がされており

ます。 

 平成２９年８月９日、平成２９年香川県中部広域競艇事業組合議会８月定例会が開催さ

れ、認定案第１号 平成２８年度香川県中部広域競艇事業組合一般会計歳入歳出決算認定

についてほか１件の審議がされております。 

 次に、研修関係ですが、平成２９年７月２０日、全国森林環境税創設促進議員連盟定期

総会が高知県で行われ、公益財団法人自然エネルギー財団上級研究員、相川高信先生より、

「森の恵みの現代的なエネルギー利用へ」の講演がありました。 

 平成２９年８月１日、徳島県経済産業会館で行われたタブレット導入に向けての自治体

向け推進セミナー研修に参加しました。 

 平成２９年８月２日から４日の３日間、建設経済常任委員会が議員研修として、北海道

北竜町「ひまわりによる里づくり」の視察研修を行いました。 

 次に監査関係ですが、まんのう町監査委員より、平成２９年４月分、５月分、６月分の

一般会計収支、各特別会計収支及び水道事業会計収支の出納検査、また、平成２８年度分

一般会計、各特別会計及び水道事業会計の定期監査報告が参っております。 

 次に、町長より、地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条第１項及び第２２条

第１項の規定により、報告第２号として、平成２８年度まんのう町健全化判断比率及び資

金不足比率についての報告がありましたので、既に配付してある書類をもって報告にかえ

させていただきます。 

 以上で、議会報告を終わります。 

○田岡秀俊議長  議会報告を終わります。 

日程第１ 議会運営委員会報告 

○田岡秀俊議長  日程第１、本日の議事日程等について議会運営委員会の報告を願い

ます。 

 議会運営委員長、藤田昌大君。 

○藤田昌大議会運営委員長  おはようございます。議会運営委員会の委員長報告を行

いたいと思います。 

 ８月３０日、午後１時３０分より、第１委員会室におきまして、副町長、総務課長、議

長同席のもと議会運営委員会の委員全員が出席しまして、９月定例会の運営について慎重
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に審議いたしました。その結果を報告いたします。 

 それでは、お手元に配付されております議事日程１号について説明を申し上げますので、

ごらんください。 

 その前に、日程の中に議会運営を決めておったんですけれども、１１日に宮内庁の事前

調査が入りまして、やむを得ず、これを含めた委員会審議になりましたので、その辺を御

理解願いたいと思います。 

 日程第１ 議会運営委員会報告      議会運営委員長 

 日程第２ 会議録署名議員の指名 

 日程第３ 会期の決定   本日より９月１９日までの１９日間とします。 

 日程第４ 町政報告 

 日程第５ 所管事務調査の委員長報告   教育民生常任委員長 

 日程第６ 所管事務調査の委員長報告   建設経済常任委員長 

 日程第７ 所管事務調査の委員長報告   総務常任委員長 

 日程第８ 報告第１号 専決処分の報告について 議会の委任による専決処分のため、

承認を行いません。 

 日程第９ 認定第１号 平成２８年度まんのう町一般会計歳入歳出決算認定について 

総務常任委員会付託 

 日程第１０ 認定第２号 平成２８年度まんのう町国民健康保険特別会計歳入歳出決算

認定について 教育民生常任委員会付託 

 日程第１１ 認定第３号 平成２８年度まんのう町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決

算認定について 教育民生常任委員会付託 

 日程第１２ 認定第４号 平成２８年度まんのう町介護保険特別会計歳入歳出決算認定

について 教育民生常任委員会付託 

 日程第１３ 認定第５号 平成２８年度まんのう町簡易水道特別会計歳入歳出決算認定

について 建設経済常任委員会付託 

 日程第１４ 認定第６号 平成２８年度まんのう町下水道特別会計歳入歳出決算認定に

ついて 建設経済常任委員会付託 

 日程第１５ 認定第７号 平成２８年度まんのう町農業集落排水特別会計歳入歳出決算

認定について 建設経済常任委員会付託 

 日程第１６ 認定第８号 平成２８年度まんのう町浄化槽整備推進事業特別会計歳入歳

出決算認定について 教育民生常任委員会付託 

 日程第１７ 認定第９号 平成２８年度まんのう町水道事業会計決算認定について 建

設経済常任委員会付託 

 認定第１号から認定第９号までの９案件については関連がありますので、一括議題とさ

せていただきます。 

 日程第１８ 議案第１号 まんのう町道路線の廃止について 建設経済常任委員会付託 
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 日程第１９ 議案第２号 字の区域の変更について 建設経済常任委員会付託 

 日程第２０ 議案第３号 まんのう町官民連携事業に関する個別外部監査契約に基づく

監査によることについて 即決でお願いします。 

 議案第３号が可決となれば、手続上、執行部から監査委員への意見聴取が必要なため、

休憩といたします。 

 日程第２１ 議案第４号 まんのう町官民連携事業に関する個別外部監査契約の締結に

ついて 即決でお願いします。 

 日程第２２ 議案第５号 香川県広域水道企業団の設置について 建設経済常任委員会

付託 

 日程第２３ 議案第６号 平成２９年度まんのう町一般会計補正予算（案）第１号 総

務常任委員会付託 

 日程第２４ 議案第７号 平成２９年度まんのう町国民健康保険特別会計補正予算

（案）第１号 教育民生常任委員会付託 

 日程第２５ 議案第８号 平成２９年度まんのう町介護保険特別会計補正予算（案）第

１号 教育民生常任委員会付託 

 日程第２６ 発議第１号 「全国森林環境税」の創設に関する意見書（案） 即決でお

願いします。 

 なお、一般質問については、９月４日、５日の本会議で行います。 

 以上の日程で意見の一致を見、午後２時５０分、委員会を閉会いたしました。 

 以上で、議会運営委員会の報告を終わります。 

○田岡秀俊議長  議会運営委員会の委員長報告を終わります。 

 ただいまの委員長報告に対する質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○田岡秀俊議長  質疑なしと認めます。これをもって、質疑を終了いたします。 

日程第２ 会議録署名議員の指名 

○田岡秀俊議長  日程第２、会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第１２６条の規定により、議長において、１番、竹林昌秀

君、２番、川西米希子さんを指名いたします。 

日程第３ 会期の決定 

○田岡秀俊議長  日程第３、会期の決定の件を議題といたします。 

 お諮りいたします。 

 本定例会の会期は、本日から９月１９日までの１９日間といたしたいと思います。これ

に御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 
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○田岡秀俊議長  異議なしと認めます。 

 よって、会期は１９日間と決定いたしました。 

日程第４ 町政報告 

○田岡秀俊議長  日程第４、町政報告を行います。 

 町長、栗田隆義君。 

○栗田町長  それでは、６月定例議会以降の町政報告をさせていただきます。 

 今、世界を見れば、北朝鮮が引き続きミサイル開発を進め、新型エンジンを搭載した中

距離弾道ミサイル「火星１２」の発射に成功し、ハワイやアラスカが射程内になったと主

張し、７月初めには、大陸間弾道ミサイル（ＩＣＢＭ）「火星１４」の発射に成功した発

表、加えて北朝鮮で弾道ミサイルを担当する戦略軍の司令官は、新型中距離弾道ミサイル

「火星１２」によるグアム島周辺の３０から４０キロの海上水域に着弾させることを検討

していると発表しました。 

 この包囲射撃では、島根、広島、高知の上空を通過するとも言及しました。グアムまで

射程は３，３５６．７キロで、飛行時間は１７分４５秒とのことです。 

 これを受けて、国では都道府県を対象とした説明会を実施し、香川県でも市町を対象と

した北朝鮮情勢説明会が８月１７日に開催され、１８日には、上空通過に言及された中四

国地域を対象としたＪアラート全国瞬時警報システムよる情報伝達訓練が実施されました。 

 一部市町においては、情報発信ができなかったなどのふぐあいが発生したとの報道があ

りましたが、本町におきましては、スムーズに情報伝達が実施されました。 

 しかしながら、グアム島周辺への弾道ミサイル発射発言以降、沈黙していた北朝鮮が、

８月２９日朝に平壤市の順安付近から予告なしで発射した弾道ミサイルは、北海道上空を

通過して太平洋上に落下しました。アメリカを刺激せず、攻撃能力を誇示する狙いがあっ

たのではないかと推測されますが、現時点では明確な答えは出ておりません。 

 北朝鮮問題、北朝鮮とアメリカの緊張情勢は出口が見えない状況であり、引き続き、国

民保護の観点からも注視してまいりたいと考えております。 

 国内に目を移せば、さきの国会で、森友学園の国有地売却の件、加計学園による獣医学

部の新設、防衛省の日報問題など、さまざまな問題が指摘され、高水準を維持してきた内

閣支持率の低落により、新たに第３次安倍第３次改造内閣が８月３日に発足いたしました。 

 今回の内閣改造は、疑惑や不祥事、地方選挙の敗北などを受けての組閣だけに、堅実さ

と手堅さに配慮し、大臣経験者を多く起用し、支持率の回復を目指すものとなっており、

事実、支持率は下げどまりとなっており、一定の成果はあったものの、一時の安倍首相の

ひとり勝ちの状況とは一線を画するものとなっています。 

 また、これはアベノミクスの実感が湧かず、まだまだ景気回復の足取りは緩やかである

ことも一つの原因でないかと感じております。 

 また、身近な問題として、異常気象が全国に発生しました。７月上旬の福岡県朝倉市、
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大分県日田市を初めとした九州北部地域の大雨、台風３号、梅雨前線では多くの死者・行

方不明者に加えて、大きなつめ跡を残しました。本町でも水防本部を設置して警戒に当た

りましたが、幸いにも目立った被害もなく乗り越えられました。 

 これ以降も、東日本の日照不足や日本各地でのゲリラ豪雨という現象が頻発しており、

記録的大雨情報という、本来であればめったに聞くことのない言葉を毎日のように聞いて

いる気がしております。 

 住民の安心・安全を預かるものとして、南海トラフ地震なども含めて、自然の驚異に対

する減災・防災対策の万全を期す必要性を実感するとともに、業務継続計画の早期策定や

防災啓発などに取り組んでまいります。 

 また、６月より、元幹部自衛官で防災の現場経験及び知識に精通された職員を防災アド

バイザーとして新たに採用したことにより、体制の強化が図られるものと期待いたしてお

ります。 

 さて、本町に目を移しますと、７月末現在の世帯数は、昨年同期に比べまして３０世帯

の減の７，４３８世帯です。人口は１万９，０２４人であり、２９１人の減となっており

ます。また、６５歳以上の高齢者は４０人増の６，７１７人で、高齢化率は３４．５７％

から３５．３１％に微増となっており、高齢者世帯や独居世帯を含めた核家族化が引き続

き進展していることを如実にあらわしており、高齢化に歯どめがかからない状況でござい

ます。 

 次に、福祉関係では、認知症カフェであります「まんまんカフェ」の取り組みについて

でございます。 

 本町では、先ほど触れましたが、住基人口の上で高齢化率が３５％を超えており、高齢

者に対する施策の展開が重要性を増しております。 

 特に、団塊の世代が７５歳以上となる２０２５年、平成３７年度には、６５歳以上の高

齢者の約５人に１人が認知症高齢者になると予想されており、認知症は誰でもがかかわる

可能性のある身近な病気となっております。 

 本町でも、平成２５年度において、新規に介護保険を申請した被保険者の原因疾病の第

１位が認知症で約２２％を占めており、介護保険認定者１，２１０人中４４６名、約３

７％の高齢者が認知症と診断されております。 

 そこで、認知症の方が住みなれた地域で自分らしく暮らしていける地域社会を目指す認

知症施策の一環として、認知症カフェを実施しております。認知症カフェは認知症の方、

認知機能の低下した方、その家族の方、また、地域の方などが気軽に集い、交流する場所

でございます。介護や福祉などの専門職による相談やサービスに関する情報提供など、身

近な地域の人もかかわり、地域全体で支援していく取り組みでございます。 

 地域包括支援センターが琴南、満濃、仲南地区で年１２回実施しており、運営は趣旨に

賛同くださった各地区の１２人のボランティアさんが行っており、参加者は平均２０から

２５人となっております。 
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 加えて町内の社会福祉法人が１カ所、個人の方が１カ所で実施いたしております。告知

放送で周知しておりますが、興味のある方は地域包括支援センターにお問い合わせくださ

い。多くの方々の参加をお待ちしております。 

 また、認知症に起因する徘回対策につきましても、新たなシステム構築を進めていきた

いと考えております。 

 次に、健康増進関係では、平成２９年度の集団住民健診受診者数は２，０１９人でした。

人間ドックなどの個別受診はありますが、おおむね昨年並みの実績となっております。引

き続き、多くの皆さんに受診いただけるよう啓発に努めてまいります。 

 なお、本年も６５歳以上の方を対象としたインフルエンザ予防接種事業を１０月１日よ

り年度末まで自己負担金１，０００円で実施いたします。 

 また、任意接種ではありますが、同じく生後６カ月から高校３年生までの希望される方

は、１回当たり２，０００円を助成いたしますので、指定医療機関においてワクチン接種

を受けていただきたいと思います。 

 次に、教育関係では、国際交流の一環として例年実施しております中学生海外派遣につ

いて、生徒２３名と校長及び引率教諭２名の２６名が、シンガポールへ、８月１７日から

２１日までの４泊５日間で海外異文化交流に参加いたしました。今回も現地の家庭に滞在

しながら異文化交流も含めての短期留学ではありましたが、参加された子供たちには忘れ

得ぬ体験であったことでしょう。 

 中学生の部活動につきましては、本年度の県総合体育大会においては、軟式野球部とソ

フトテニス部の女子が優勝し、バレーボール部の女子が準優勝、ソフトテニス部の個人戦

では、増田・高橋組が３位となり、四国大会に出場いたしました。 

 四国大会では、軟式野球部が３位で全国大会出場を逃しましたが、ソフトテニス部の個

人戦において、増田・高橋組が５位に入賞し、見事、全国大会出場の切符を手にしており

ます。 

 また、なぎなた部も県大会において演技競技、試合競技ともに優勝をいたしております。 

 学校施設の整備では、昨年度、大規模改修に着手しました四条小学校につきましては、

工事期間の関係から外装や屋内運動場については未施工となっていた部分について、急ピ

ッチで工事を進めております。 

 また、放課後児童クラブの体制づくりの一環として、昨年度完成しました満濃南小学校

放課後児童クラブ専用施設と同様の施設の建築につきましては、本年度、四条地区の建築

を予定しており、現在、満濃農改センター西側の用地造成に着手しております。 

 また、幼児教育では、唯一、施設が２カ所に分かれている満濃南こども園について、そ

のあり方の検討を行っていただくための検討委員会を新たに設置いたしました。委員長に

は、幼児教育に造詣の深い四国学院大学の徳永先生に就任いただき、将来を見据えた満濃

南こども園についての実りある提言をいただけるものと期待いたしているところでござい

ます。 
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 あわせて、早期に改修、増築が必要な琴南こども園、四条こども園の設計に関して新た

に予算計上をさせていただいております。 

 次に、福祉タクシー事業について、今年度４月より福祉タクシー助成券の使用月の制限

を撤廃する改正を行いましたところ、昨年度の登録者数６８７人であったのが、現時点で

８２３人となっており、１３６人の増加となっております。利用実績につきましても、７

月末で６，７８４件と、昨年同期の２，０７４件を大きく上回る結果となっており、補正

予算の必要な状況も想定されます。引き続き、住民ニーズに沿った行政サービスに努めて

まいります。 

 次に、町道等の維持補修及び管理については、本年度も御要望が多く寄せられておりま

した町道等の舗装修繕を、３年計画で必要な箇所を計画的に修繕するよう指示しておりま

したが、本年度も昨年度同様に町政懇談会でも要望が大きく、切実な御要望を多く聞きま

した。 

 また、従来、地元にも御協力いただいておりました草刈りなどについても、高齢化の進

展などにより、十分な対応がとれない等の御意見も多く耳にしましたので、新たな要望を

精査して、９月補正に町道、農道、林道の舗装修繕、草刈等維持管理費用として予算計上

させていただいております。 

 次に、地方創生、地域振興について、少子高齢化、過疎化が進展する琴南地域の振興を

図ることは、まんのう町にとりましては避けて通れない喫緊の課題と言えます。 

 そこで、琴南地区では「ことなみ未来会議」において４部会を設けて、地域の方々によ

りさまざまな取り組みが実施されております。 

 高齢者部会では、７月３日から高齢者への弁当配達が始まり、現在、平日の週４日、月

曜・水曜・木曜・金曜に約４０食を地域ボランティアの方々が届けて、好評を得ています。 

 次に、子育て部会では、地域の子育て世代の方が中心となって、子供主体のイベントを

企画し、７月２３日には「ことなみ水かけ祭り」が開催され、延べ約２４０人の来場によ

り、運動場はにぎわいを見せていました。 

 次に、スポーツ部会では、高齢者の体力向上、健康づくりを目指して「琴南いきいき運

動塾」が始まり、６月５日より月２回程度、毎回、約１５名以上の方が参加されておりま

す。 

 次に、文化部会では、芸術展等で校舎を利活用するとともに、人の流れにより活気を出

すということで、８月５日から１３日で「山の小さな展覧会」を開催し、延べ約１，２２

１人が来場するなど、旧琴南中学校の施設は地域の方々によって活発に利活用が促進され

ており、琴南地区の活性化に大いに貢献いたしております。 

 また、琴南地域集落調査につきましては、平成２８年度から徳島大学田口先生の協力の

もと実施しておりますが、今年度は中央地区、東谷地区を対象としてワークショップや意

見交換を通して活性化施策の協議が実施されており、地域の意見集約に大きな成果を期待

いたしておるところでございます。 
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 次に、まんのう町が取り組んでおります「ひまわりプロジェクト」でございます。 

 今年度は、４月中旬から町内各地で播種が開始され、最終的に約２０ヘクタールと、昨

年より２割ほど作付が拡大されました。 

 種子の生産量につきましては、まだ収穫作業の途中であり、確定はしておりませんが、

天候にも恵まれたことから、１５トンを超える良質の種子が収穫されるものと予想されま

す。 

 このような中、７月９日に帆山公民館前を会場に、恒例のひまわり祭りが開催されまし

た。 

 当日、会場ではライブショーや、プロ、アマの歌手やジャズオーケストラ、吹奏楽団、

和太鼓集団などによる野外ライブショーなどの音楽フェスティバルが行われ、また、会場

の食べ物広場には、町内の企業・団体等が出店して、多くの来場者でにぎわいました。 

 ひまわり祭りを含めた開花期間中、町内外から約３万人が帆山地区や中山地区周辺を訪

れ、また、各種報道でも取り上げられたことから、「ひまわりのまちまんのう」を一層ア

ピールできたと考えております。 

 そのほか、大阪市梅田駅横で行われた第２回ひまわりオイルサミットにも参加し、参加

自治体との意見交換や、一般来場者を対象とした試食会、オイルの販売会などＰＲ活動を

行いました。 

 ひまわりオイルにつきましてはまだまだ認知度が低いことから、今後も参加自治体と相

互に協力し、ひまわりオイルの知名度アップに努めてまいります。 

 今後は、ひまわり油のＰＲも兼ねて全国育樹祭の記念品用５，１００本、店頭販売用５，

０００本、ネット販売用３，０００本の製品化を目指しております。 

 それをサポートすべく、地方創生拠点整備交付金事業により旧仲南東小学校校舎の実施

設計の発注を行ったところで、年度内の設備機械の設置及び改築工事完了に向けて取り組

んでおります。 

 次に、国際化社会のさらなる取り組みといたしまして、まんのう町まち・ひと・しごと

創生総合戦略におきまして、友好姉妹都市締結数１件の目標を掲げており、台湾から大学

生の友好使節団が６月１９日に来町いたしました。使節団のメンバーは、台湾南部の屏東

市にある国立屏東大学３年生で、日本語を学んでいる女子学生４名です。 

 初日の１９日夕刻にまんのう町に到着し、塩入温泉で入浴、塩入ふれあいロッジに宿泊

しました。 

 ２日目は、満濃中学生との交流を行い、友好使節団から台湾の文化や学校、食生活など

の話を聞き、中学生からは、「日本に来られて、台湾と違って驚かれたことはありますか。

台湾で、今、何がはやっていますか。」などの質問がありました。 

 中学校や体育館、図書館施設を見学し、生徒全員がランチルームで食事していることや、

図書館の読書通帳を見て驚いていました。 

 その後、瀬戸大橋記念公園や栗林公園などを見学し、町内のホームステイ先にて宿泊い
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たしました。 

 ３日目は、仲南産直市・満濃池を見学し、かりん亭でうどん打ち体験を行い、午後には、

金丸座、こんぴらさん、国営讃岐まんのう公園を見学し、２日目と同様にホームステイ先

で宿泊いたしました。 

 ホームステイ先では、讃岐の文化の話を聞いたり、方言を教わったりして、楽しい時間

を過ごしたようです。 

 ４日目は、役場にて報告会を行い、大阪に移動、台湾に帰国いたしました。 

 大学生たちは、まんのう町を自然が豊かで空気がきれいなすばらしい町であり、今後も

交流を継続したいと語っていました。 

 今後は、まんのう町からも台湾を訪問し、交流を継続したいと考えております。 

 次に、生涯学習関係につきましては、８月２６日にスポーツセンターまんのうにおいて

「国立大学法人香川大学とまんのう町におけるサテライトオフィスの運営に関する覚書」

の締結式とオープニングセレモニーが開催されました。引き続いて、長尾省吾香川大学学

長による「地域を活性化する香川大学の新たな取り組み」として記念講演が行われました。 

 今回、当町に設置される「香川大学サテライトオフィス」は県内６カ所目で、中讃圏域

内２市３町の拠点となります。今後は地域住民の生涯学習の場として、大学で講義されて

いる講座や健康、科学などをテーマに、月１回程度のサテライトセミナーが開催されます。 

 また、まんのう町内において、香川大学との連携による幅広い分野での取り組みが期待

されます。 

 次は、第４１回全国育樹祭に伴う取り組みについてでございます。 

 庁舎一階ロビーのカウント・ダウンパネルが示すように、いよいよ全国育樹祭の開催ま

であと８０日を切りました。まんのう町実行委員会では、今年度の事業計画に基づき、県

との連絡調整をしながら準備を進めております。 

 また、本町の実行委員会では、地元開催町としての立場から、県内外からの約５，００

０人の式典参加者をおもてなしの心でお迎えするとともに、式典開催に伴います地域への

影響をできるだけプラスになるものを多くしようという考えで取り組んでおります。 

 既に、町内の公共施設や学校などでは花いっぱい運動を継続して展開しているほか、式

典当日の沿道での花装飾では、町の特産品としてのヒマワリの花を中心とした装飾でお迎

えしようと準備しているところでございます。 

 また、当日の式典会場でのおもてなし広場については、本町の観光や森づくりについて

の情報発信のほか、ひまわりオイル、花梨化粧水などの特産品の展示販売などを計画いた

しております。 

 具体的な皇族殿下の奉送迎や沿道での準備、当日スタッフの対応などについては、今後

の宮内庁や警察などとの調整が必要なため、本町における実施本部の設置は１０月初めに

なると考えております。 

 さらに、本町は県内で最も森林資源が豊かな地域ですので、全国育樹祭の開催を一過性
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のものにすることなく、これを契機に町民の森林への関心を高め、森林の整備や森林資源

の活用を通して地域の活性化を図りたいと考えております。 

 これまでにひまわり祭りなど町内で開催された４イベントをまんのう町全国育樹祭記念

事業に認定し、全国育樹祭と町内の森林の現況について普及啓発を行ったほか、本町の森

林や緑に関する施策について、「子ども」と「森」と「木のある暮らし」という三つをキ

ーワードとしてわかりやすく表現した「まんのう町みどりのまちづくり宣言」を、現在、

策定中であり、８月２２日に開催した宣言検討委員会で最終案を取りまとめたところでご

ざいます。 

 この中で、今後のさらなる森林整備の計画的な推進と森林・環境教育の充実、木育活動

の推進、木質バイオマスの利用促進などに取り組むことをうたっております。 

 今後、この案をもとに意見調整を行い、１０月に開催を予定しております町実行委員会

の第２回総会で決定し、発表したいと考えております。 

 議員各位におかれましては、式典等への参加はもとより、本町の各種の取り組みについ

て、引き続き、御理解、御支援いただきますようお願い申し上げます。 

 次に、財政状況について御報告いたします。 

 平成２８年度決算認定をお願いいたしておりますように、一般会計の決算状況は、実質

収支が６億６４９万４，０００円の黒字となりました。単年度収支も６，９０４万６，０

００円の黒字でございます。実質単年度収支は１億１，１２６万９，０００円の黒字とな

り、プライマリー・バランスが保たれております。 

 また、財政の健全化を示す各指標につきましては、経常収支比率が物件費、維持修繕費

等経常的経費の増加により昨年度に比べて４．１ポイント上昇、実質公債比率は起債の繰

り上げ償還などにより８．４％から７．０％に１．４ポイントの改善が見られました。公

債費負担比率についても、長期債の元利償還金の減少により、昨年度に比べて３．４ポイ

ント減少いたしました。 

 最後に、交通安全につきまして、香川県下では、昨年に引き続き交通死亡事故が多発し

ており、本町でも４月に３件の死亡事故が連続して発生、とうとい命が失われました。交

通死亡事故撲滅緊急大会を行い、啓発に努めているところでございます。 

 交通事故は、加害者になっても、被害者になっても、本人だけではなく、家族を含めて

不幸を招くものでございます。 

 先日、８月２５日に香川県交通安全母の会の交通安全啓発キャラバン隊の訪問を受けま

した。その折に、昭和６３年、満濃池森林公園で時の皇太子殿下、現在の天皇陛下をお迎

えして全国植樹祭が行われた年には、交通事故による死亡者が県下で１４３名、まんのう

町では１０名、旧満濃町で８名、旧仲南町で２名が亡くなられたとの話がございました。

当時とは交通情勢を異にしておりますが、改めて交通死亡事故ゼロ、交通事故ゼロの必要

性を痛感いたしました。 

 引き続き、町を挙げての啓発活動に取り組んでまいりますので、町民の皆様におかれま
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しても、交通死亡事故ゼロ、交通事故ゼロの取り組みに対しまして御協力をお願いいたし

ます。 

 以上、６月定例議会以降の町政の一端を御報告申し上げました。 

 なお、各課の町政報告につきましては、お手元に配付させていただいておりますので、

お目通しをお願いいたしたいと思います。 

○田岡秀俊議長  町政報告を終わります。 

日程第５ 所管事務調査の委員長報告（教育民生常任委員長） 

○田岡秀俊議長  日程第５、所管事務調査の委員長報告の件を議題といたします。 

 教育民生常任委員会の所管事務調査について委員長の報告を求めます。 

 教育民生常任委員長、三好勝利君。 

○三好勝利教育民生常任委員長  教育民生常任委員会の委員長報告を申し上げます。 

 去る８月２１日、午前９時３０分より、第１委員会室におきまして、委員５人全員、執

行部より、町長、副町長、教育長、総務課長、所管課長全員の出席により、教育民生常任

委員会を開催いたしました。 

 議題は、所管事務調査について、その他でございます。 

 まず、琴南支所長より、内科・歯科両診療所の平成２９年４月から７月の診療状況につ

いて報告を受けました。 

 委員より、内科診療所で診療延べ人数は昨年と比べて減っているが、診療報酬はふえて

いる要因は何かとの質疑があり、執行部より、在宅での特定疾患の患者さんが加わったた

め、その医療費が相当なものであり、診療報酬が上がっているとの報告がありました。 

 次に、住民生活課より、主要行事の報告として、戸籍・住基関係では、人口・世帯数・

高齢化率、各種受け付け件数・発行件数の報告、また、環境関係では、燃やせるごみ・燃

やせないごみ・資源ごみなどの収集状況、不法投棄処理件数等の報告を受けました。 

 委員より、不法投棄の処理件数が昨年度対比７９％と減っているが、不法投棄の犯人を

とらまえたことがあるのかとの質疑があり、執行部より、今年度に入って不法投棄は１８

件あるが、今のところ、捕まった件数はなしとの答弁がありました。 

 また、委員より、外国人が１４７人との報告があり、どこの国が多いのかとの質疑があ

り、執行部より、一番多いのが中国で４９人、二番目がベトナムで４２人、続いて、カン

ボジアで１５人、フィリピン１４人が主なところであるとの答弁がありました。 

 また、委員より、仲善クリーンセンターに個人で直接燃やせるごみを持っていった場合、

料金が１０キロ２００円だが、この料金を、個人の場合、１０キロ１００円ぐらいに下げ

たら持っていきやすくなる。環境を主体に考える場合、家庭でごみを焼く人も減るので、

料金を下げることはできないかとの要望があり、執行部より、そういった要望があったこ

とを仲善クリーンセンターに伝えるとの答弁がありました。 

 委員より、家電製品の不法投棄が多数あり、町がリサイクル料金を負担している。購入
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時に自動車のリサイクル料金と同様先払いにすることにより、不法投棄が減少すると考え

られることから、制度等の変更について、国、県等の機関に働きかけてはどうかとの要望

があり、執行部より、そういった要望があったことを関係機関に伝えるとの答弁がありま

した。 

 次に、福祉保険課より、福祉係では、民生委員児童委員関係の事業報告、臨時福祉給付

金では、平成２９年８月１日時点で、対象者４，０３５人に対し、支給決定が３，６０４

人との報告がありました。 

 また、各種医療の状況として、国民健康保険給付の状況として、医療費が前年に比べ少

しずつ減ってきている部分がある。後期高齢者の医療公費負担の状況について、入院は医

療費がふえたが、入院外で減っている。介護保険事業で７月２５日に実施した特別養護老

人ホームやすらぎ荘浴室修繕工事の入札結果についての報告がありました。 

 また、地域包括支援センターなどの状況説明があり、委員より、子供の貧困対策市町担

当者説明会の内容について質疑がありました。 

 執行部より、子供の貧困対策について、子ども食堂等の事例報告、今後の県の方針、計

画についての説明があったとの答弁がありました。 

 また、委員より、国保の広域化により、町、または住民にとってのメリット、デメリッ

トについての質疑がありました。 

 執行部より、８月末日ぐらいに２８年度の実績を用いた２９年度の推計ベースでの保険

料必要額というのが推計されることになる。それをもって、議会の方に説明をしたいと考

えているとの答弁がありました。 

 次に、健康増進課より、母子手帳等交付の実績報告、主要事業報告、中讃圏域健康生き

がい中核事業フィットネスの利用実績報告がありました。仲南会場の利用者から導入要望

があったベルトバイブレーターなどの周辺機器を導入。また、仲南会場では、火曜日のみ

常駐していたインストラクターを金曜日にも配置し、利用者へのサービス向上を図ってい

るとの報告がありました。 

 また、温泉送迎バス利用実績、子育て支援事業利用実績について報告がありました。 

 委員より、子育て支援ホームヘルパー事業で、ここ数年、利用者がいないが、事業内容

を見直す時期ではないかとの質疑があり、執行部より、今後、もっと多くの方に利用して

いただけるよう検討するとの答弁がありました。 

 次に、学校教育課より、各種行事報告、四条小学校改築工事について、こども園、小学

校全ての遊具の危険箇所の点検結果報告、四条こども園保育室の増設に伴う実施設計につ

いて、琴南こども園耐震工事の実施設計等についての報告がありました。 

 次に、生涯学習課より、主要行事、町立図書館、スポーツ施設、天文台、民具展示室の

利用状況の報告がありました。 

 委員より、旧神野小学校の校舎であった神野公民館は、今後、改修するのかとの質疑が

あり、執行部より、旧神野小学校の校舎は取り壊して、その場所は駐車場にする。神野公
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民館は、勤労青少年ホームの前に３１０平米ほどの建物を建てるとの答弁がありました。 

 以上、所管事務調査を行い、午前１１時２９分に委員会を閉会いたしました。 

 以上で、教育民生常任委員会の委員長報告を終わります。 

○田岡秀俊議長  教育民生常任委員会の所管事務調査に関する委員長報告を終わりま

す。 

 ただいまの委員長報告に対する質疑に入ります。質疑はありませんか。 

 １０番、藤田昌大君。 

○藤田昌大議員  ちょっと委員長にお尋ねします。 

 行事報告の中の、通学合宿の件でありまして、見たところ、実施している校区と実施し

てない校区があったんですよね。そういった中で、子供に公平な教育の機会とか、そうい

った部分を与える部分では、なぜできなかったか、そういったことも、したか、せんかい

う議論が一切なかったような気がしますんで、その辺の検証ができたか、できなかっただ

け、ちょっとお答え願えますか。 

○田岡秀俊議長  委員長、１２番、三好勝利君。 

○三好勝利教育民生常任委員長  それは、したところとしてないところがあるのはや

っぱりどうかなと私も思いますけど、そういう話は出ておりませんし、やはりこれは強制

的にするもんじゃなくして、その地区の希望者と親御さんとの関係もあり、全て総合的に

考えた結果だと、委員会の方ではそういうふうに判断しております。以上です。 

○田岡秀俊議長  再質問、１０番、藤田昌大君。 

○藤田昌大議員  委員会の中でそういう結論が出たということですね。通学合宿せな

んだ部分は、それぞれの地区の勝手です、はっきり言ったら。それを、ただ、主催者の側

でしたのか、子供たちの要求でせんでええというて潰れたか、それはいろいろ問題があり

ますので、あんまり簡単に答えを出さないように。 

 もう一つは、地区の住民の方から、やれなんだんですわ、どないしたらいいんでしょう

かなと相談もありましたので、あえて聞かせていただきました。ある面、子供たちは大切

にしてまして、まんのう町が合併したときに、１カ所で通学合宿をしていたのを、各公民

館でやろうやないかいうことで、各校区に広がったんですね。そのことがなくなるいうん

はどうかと思いましたんで、教育民生でありますので、せめてそういった議論はぜひやっ

ていただきたかったと思いますし、報告も、教育の方からきちっとした報告をしていただ

いて、議会の方でちゃんと取り上げるべきは取り上げるべきだと、そういうふうに感じま

したんで、あと、ほかの部分に関連しますので言いませんから、よろしくお願いします。 

○田岡秀俊議長  ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○田岡秀俊議長  質疑なしと認めます。これをもって、質疑を終了いたします。 

                     （三好勝利議員退席 午前１０時２６分） 
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日程第６ 所管事務調査の委員長報告（建設経済常任委員長）

○田岡秀俊議長  日程第６、所管事務調査の委員長報告の件を議題といたします。 

 建設経済常任委員会の所管事務調査について委員長の報告を求めます。 

 建設経済常任委員長、川原茂行君。 

○川原茂行建設経済常任委員長  それでは、建設経済常任委員会の委員長報告を行い

ます。 

 去る８月２２日、午前９時３０分より、第１委員会室におきまして、委員定数５名、欠

員１名、出席委員４名、議長同席のもと、執行部より、町長、副町長、総務課長、所管課

長全員出席のもと、建設経済常任委員会を開催いたしました。 

 議題は、所管事務調査、その他であります。 

 まず、琴南地区棚田地域等保全活動支援事業を視察いたしました。 

 その後、第１委員会室におきまして、地籍調査課より事業報告のほか、今年度の調査日

程について説明がありました。       （三好勝利議員着席 午前１０時２８分） 

 委員より、国土交通省国土庁へ陳情となっているが、何の陳情かとの質疑があり、執行

部より、香川県全体として、補助対象の枠や予算等の要望を含めた形の陳情であるとの答

弁でありました。 

 委員より、香川県の進捗率は全国的に見てどうかとの質疑があり、執行部より、香川県

の平均は約８５％、全国７位であり、進んでいる。また、まんのう町は約９４％であると

の答弁でありました。 

 委員より、琴南地区と仲南地区は全て調査済みとのことでありますが、住民から調査が

できていない箇所があると聞いた。そういった筆はどうすればいいのかとの質疑があり、

執行部より、恐らく調査の段階で、土地の所有者間で境界が決まらなかった筆界未定のケ

ースと思われる。その場合、調査が終わっているため、後の処理は当事者で行うことにな

る。その旨は、調査時の説明会等で十分行っているとの答弁がありました。 

 次に、農林課より、農業委員会定例会等の実施状況や行事報告、また、農業委員会法改

正に伴うまんのう町農業委員会新体制移行について、農業委員会委員と農地利用最適化推

進委員の定数、報酬額、選出方法、条例・規則等の説明がありました。 

 委員より、農業委員会委員の定数１９名のうち、認定農業者及び認定農業者に準ずる者

５人以上とあるが、準ずる者とはどういう者かとの質疑があり、執行部より、準ずる者と

は、認定農業者のＯＢの方、その親族の方、認定の新規就農者、地域の集落営農団体代表

者等が対象になり得るとの答弁がありました。 

 委員より、農業委員会委員と農地利用最適化推進委員で同じような業務をするのだが、

報酬額に差があるのはなぜかとの質疑があり、執行部より、今回の法改正に伴う農業委員

と推進委員の役割は同じ役割を担っていただく部分が多く、例えば農地の集積・集約、荒

廃農地発生の防止や新規就農者の育成などは同じ役割をしていただくが、農業委員の方に

ついては、そのほかに農地法などに係る審議と決定をするため、毎月１回の定例審議会に
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出席し、決定をする役割もあるためとの答弁でありました。 

 委員より、農地利用最適化推進委員の選出方法は、農業委員会が担当区域を定めて推

薦・公募とあるが、どうやって決めるのかとの質疑があり、執行部より、来年７月２０日

以降の２６名の最適化推進委員については、現行の農業委員会が決定することになるとの

答弁でありました。 

 委員より、荒れた農地は町内にどれくらいあるのかとの質疑があり、執行部より、平成

２７年度に荒廃農地の全面的な調査を実施した結果、復旧が困難な農地が約３００ヘクタ

ールあるほか、荒廃まで至らない耕作放棄の状態、言いかえれば、復元はできるが作付が

できない状態の農地が約２００ヘクタールあるとの答弁でありました。 

 次に、建設土地改良課より、土地改良事業の進捗状況、主なため池の貯水状況、国営香

川用水２期土地改良事業の実施状況、ため池ハザードマップ作成業務、林道・公共土木・

都市計画・住宅事業関係進捗状況、下水道・農業集落排水事業、それぞれ説明と報告があ

りました。 

 次に、水道課より、水道水は水道法及び町独自の水質基準による適切な水質管理により

安全な水の給配水が行えていること、各浄水場における有収率について、配水池ごとの漏

水調査に重点を置き、有収率向上に努めていること、工事の進捗状況、また、来年４月に

発足予定の香川県広域水道企業団へ参画について、企業団組織の運営方針と経営指針とな

る基本計画の説明がありました。 

 委員より、香川用水の香川県への供給量はどれぐらいかとの質疑があり、執行部より、

最大供給量は１日３０万９，１００トンであるが、現有施設での供給能力は２４万９，１

００トンであり、広域施設整備事業完了後は最大供給量での供給が可能となりますとの答

弁がありました。 

 委員より、通常、早明浦ダムの貯水量がゼロといった渇水時には自己水源を使うことに

なるのだが、企業団になった場合、仮にまんのう町の水が余った場合、他の市町から水が

足らないから分けてくださいといった場合、どうするのかとの質疑があり、執行部より、

企業団がスタートしても、まんのう町の場合、水道料金は値上げがなく、かつ、１０年後

の統一料金が値下げとなることは、規模の大きい高松市や丸亀市等の参画によるメリット

であり、逆に他市町が渇水等で困った場合には相互協力という考え方もあると思うが、満

濃池の管理者である満濃池土地改良区の判断も必要となる。今は骨子の話であって、具体

的な話については基本協定書（案）の中に「この基本協定の実施について必要な事項は、

関係団体が協議の上、別紙に定めるものとする」とあるので、関係団体に今の意見を持ち

かけたいとの答弁がありました。 

 以上、所管事務調査を行い、午後５時７分に委員会を閉会いたしました。 

 これで、建設経済常任委員会の委員長報告を終わります。 

○田岡秀俊議長  建設経済常任委員会の所管事務調査に関する委員長報告を終わりま

す。 
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 ただいまの委員長報告に対する質疑に入ります。質疑はありませんか。 

 １番、竹林昌秀君。 

○竹林昌秀議員  香川県議会において、河川の浸水予想を見直すとの答弁があって、

この８月には県知事が首長を集めての会議で、それについて直接語られたと聞いておりま

す。河川の浸水予想、そうしたことについて、委員会の中で県の方向とかが説明があった

のかどうか、これをまずお伺いします。 

○田岡秀俊議長  委員長、１４番、川原茂行君。 

○川原茂行建設経済常任委員長  今回の建設経済常任委員会の中では、そういう報告、

議論はいたしておりません。 

○田岡秀俊議長  再質問、１番、竹林昌秀君。 

○竹林昌秀議員  河川については、単独の市町ではなかなか対応が難しくて、今回の

一般質問でも、委員長が集中豪雨に対する森林整備をどう考える、これはまた、浸水とか

も想定された質問で、私は大いに期待をしております。どうか流域で河川浸水に取り組む

という体制をどうするのか、これについて委員長の今後の委員会を牽引する指導力の発揮

を御期待申し上げておきたいと思います。御回答は結構でございます。以上、よろしくお

願い申し上げます。 

○田岡秀俊議長  ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○田岡秀俊議長  質疑なしと認めます。これをもって、質疑を終了いたします。 

                      （大西樹議員退席 午前１０時３９分） 

日程第７ 所管事務調査の委員長報告（総務常任委員長）

○田岡秀俊議長  日程第７、所管事務調査の委員長報告の件を議題といたします。 

 総務常任委員会の所管事務調査について委員長の報告を求めます。 

 総務常任委員長、大西豊君。 

○大西豊総務常任委員長  総務常任委員会の委員長報告を行います。 

 去る８月２４日、午前９時３０分より、第１委員会室におきまして、委員５名、議長同

席のもと、執行部より、町長、副町長、所管課長出席のもと、総務常任委員会を開催しま

した。 

 議題は、所管事務調査、その他についてです。 

 まず、総務課より、事業報告、町内火災発生状況、救急出動状況、交通事故発生状況、

高齢者免許返納者状況、選挙人名簿登録者数、防災出前講習状況、交通事故発生日報、国

民保護関係等について報告がありました。 

 委員より、防災出前講習状況では、件数だけでなく、開催した場所と参加者の人数を、

火災発生状況についても、件数だけではなく、原因等も町政報告の際に記してほしいとの

要望があり、執行部より、次回以降、町政報告に載せるよう検討するとの答弁がありまし
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た。 

 委員より、以前、Ｊアラートで全国的にふぐあいがあったと思うが、まんのう町は問題

ないかとの質疑があり、執行部より、中四国のとき、一部放送が流れなかったところ、ま

た、反応しなかったところが何件かあったことは聞いているが、まんのう町の場合、そう

いった事例もなく、想定していたとおり確実に処理できているとの答弁がありました。 

 次に、企画観光課より、中讃広域行政組合企画協議会、定住自立圏形成、出資法人関係

で、ことなみ振興公社、仲南振興公社の実績報告、コミュニティー・自治会関係、人権啓

発事業報告、地方創生推進、商工観光関係事業等についての報告がありました。 

                      （大西樹議員着席 午前１０時４２分） 

 委員より、路線バス、あいあいタクシーともに増便の要望が多いのだが、増便の可能性

はあるのかといった質疑があり、執行部より、路線バスの琴参バスの便数については現状

維持が限界でふやすのは難しい。琴参バスも経営があり、収支関係や利用者のバランスを

考えた場合、便数をふやすのはなかなか難しいと考えているとの答弁がありました。 

 委員より、ふるさと納税をされる方が何の目的で納税されたかといった質疑があり、執

行部より、個々のデータはあるが、それを総括的には判断できない。今後、データを見な

がら考えていきたいとの答弁がありました。 

 委員より、若者住宅取得補助で、同じ自治会なら上乗せといったことを検討してはどう

かと意見がありました。 

 委員より、指定管理者評価委員会、出資法人評価委員会の開く時期はいつごろかといっ

た質疑があり、執行部より、開催時期については年内と考えている。 

 次に、税務課より、国民健康保険税、介護保険料、後期高齢者医療保険料、町民税の調

定額について説明がありました。 

 委員より、町の成長戦略を考える上で参考となるような税情報を分析して報告してほし

いとの要望があり、執行部より、課税状況調書等の基礎データをもとに報告用の資料を作

成していきたいとの答弁がありました。 

 次に、会計室より、平成２８年度の一般会計、各特別会計の歳入歳出決算について報告

がありました。 

 次に、琴南支所より、事業報告、琴南農改センター、琴南総合センターの利用実績につ

いて報告がありました。 

 次に、仲南支所より、事業報告、マイクロバス利用状況、仲南支所周辺整備工事につい

て、今年の仲南地区の町民バレーボール大会は８９チームの参加申し込みであるとの報告

がありました。 

 以上、所管事務調査を行い、１１時２３分に委員会を閉会いたしました。 

 以上で、総務常任委員会の委員長報告を終わります。 

○田岡秀俊議長  総務常任委員会の所管事務調査に関する委員長報告を終わります。 

 ただいまの委員長報告に対する質疑に入ります。質疑はありませんか。 
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〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○田岡秀俊議長  質疑なしと認めます。これをもって、質疑を終了いたします。 

 ここで、議場の時計で１１時ちょうどまで休憩といたします。 

休憩 午前１０時４６分 

再開 午前１１時００分 

○田岡秀俊議長  休憩を戻して、会議を再開いたします。 

日程第８ 報告第１号 専決処分の報告について（まんのう町過疎地域における町税の

特別措置条例の一部改正について）

○田岡秀俊議長  日程第８、報告第１号 専決処分の報告について（まんのう町過疎

地域における町税の特別措置条例の一部改正について）を議題といたします。 

 提出から報告の内容説明を求めます。 

 町長、栗田隆義君。 

○栗田町長  ただいま上程されました、報告第１号 専決処分の報告につきまして、

地方自治法第１８０条第１項の規定により、議会に指定された事項に基づき、別紙専決処

分書のとおり、まんのう町過疎地域における町税の特別措置条例の一部を改正する条例を

専決処分いたしましたので、同条第２項の規定により御報告いたします。 

 この改正は、過疎地域自立促進特別措置法第３１条の地方税の課税免除対象業種におい

て、「情報通信技術利用事業」が除外され、「農林水産物等販売業」が新設されたことに

伴い、本条例の第１条においても、新旧対照表のとおり、同様の改正を行ったものでござ

います。 

 また、附則では、本条例の失効前に適用された事業者に対して、課税免除の適用期間

（３カ年）を担保するための措置を行っております。 

 なお、本町では、現在のところ、課税免除の対象になる情報通信技術利用事業者または

農林水産物等販売業者はございません。 

 以上のとおり専決処分しました改正内容を説明し、御報告とさせていただきます。 

○田岡秀俊議長  これをもって、報告内容の説明を終わります。 

 本案は議会の委任による専決処分のため、承認を要しませんので、これをもって報告を

終わります。 

日程第９ 認定第１号 平成２８年度まんのう町一般会計歳入歳出決算認定について 

日程第１０ 認定第２号 平成２８年度まんのう町国民健康保険特別会計歳入歳出決算

認定について

日程第１１ 認定第３号 平成２８年度まんのう町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決

算認定について 
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日程第１２ 認定第４号 平成２８年度まんのう町介護保険特別会計歳入歳出決算認定

について 

日程第１３ 認定第５号 平成２８年度まんのう町簡易水道特別会計歳入歳出決算認定

について 

日程第１４ 認定第６号 平成２８年度まんのう町下水道特別会計歳入歳出決算認定に

ついて 

日程第１５ 認定第７号 平成２８年度まんのう町農業集落排水特別会計歳入歳出決算

認定について 

日程第１６ 認定第８号 平成２８年度まんのう町浄化槽整備推進事業特別会計歳入歳

出決算認定について 

日程第１７ 認定第９号 平成２８年度まんのう町水道事業会計決算認定について 

○田岡秀俊議長  日程第９、認定第１号 平成２８年度まんのう町一般会計歳入歳出

決算認定について、日程第１０、認定第２号 平成２８年度まんのう町国民健康保険特別

会計歳入歳出決算認定について、日程第１１、認定第３号 平成２８年度まんのう町後期

高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について、日程第１２、認定第４号 平成２８年度

まんのう町介護保険特別会計歳入歳出決算認定について、日程第１３、認定第５号 平成

２８年度まんのう町簡易水道特別会計歳入歳出決算認定について、日程第１４、認定第６

号 平成２８年度まんのう町下水道特別会計歳入歳出決算認定について、日程第１５、認

定第７号 平成２８年度まんのう町農業集落排水特別会計歳入歳出決算認定について、日

程第１６、認定第８号 平成２８年度まんのう町浄化槽整備推進事業特別会計歳入歳出決

算認定について、日程第１７、認定第９号 平成２８年度まんのう町水道事業会計決算認

定について、以上、認定第１号から認定第９号までの９案件について、会議規則第３７条

により一括議題といたします。 

 提出者から提案理由の説明を求めます。 

 町長、栗田隆義君。 

○栗田町長  ただいま上程されました、認定第１号 平成２８年度まんのう町一般会

計歳入歳出決算認定について、認定第２号 平成２８年度まんのう町国民健康保険特別会

計歳入歳出決算認定について、認定第３号 平成２８年度まんのう町後期高齢者医療特別

会計歳入歳出決算認定について、認定第４号 平成２８年度まんのう町介護保険特別会計

歳入歳出決算認定について、認定第５号 平成２８年度まんのう町簡易水道特別会計歳入

歳出決算認定について、認定第６号 平成２８年度まんのう町下水道特別会計歳入歳出決

算認定について、認定第７号 平成２８年度まんのう町農業集落排水特別会計歳入歳出決

算認定について、認定第８号 平成２８年度まんのう町浄化槽整備推進事業特別会計歳入

歳出決算認定について、認定第９号 平成２８年度まんのう町水道事業会計決算認定につ

いて、以上、認定９件の概要説明を申し上げます。 
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 一般会計につきましては、歳入決算額が１０７億８，２６９万８，５２２円、歳出決算

額が１００億９,０７８万９，０５９円となったことから、歳入歳出差し引き残額は６億

９，１９０万９，４６３円で、翌年度へ繰り越すべき財源の８，５４１万６，０００円を

差し引いた翌年度への繰越額は６億６４９万３,４６３円でございます。このうち、地方

自治法第２３３条の２の規定による基金繰入金はございません。 

 また、年度末地方債残高は1２２億２,８８７万円で、前年度比１億２，６４９万８，０

００円の減となっています。理由といたしましては、平成２７年度に５億８，２２８万８，

０００円の繰上償還を実施したこと及び平成２８年度の借入額８億６，１５０万円に対し、

元金償還額が９億８，７９９万８，０００円と上回ったことによるものでございます。 

 特別会計におきましては、起債の償還終了及び地方債発行額の減少により、地方債残高

は前年度に比べて１億４,７６４万４，０００円の減となっております。 

 水道事業は住民の日常生活や社会経済活動を支えるライフラインとして重要な役割を果

たしており、本町水道事業は安全で安心な水を安定して供給できるよう常に効率的な事業

運営に努めております。 

 平成２８年度の給水人口は１万１，２２８人、給水栓数４，３７７個、年間総配水量１

３１万４００トン、年間総有収水量１１８万３，０００トン、有収率９０．３％となりま

した。 

 また、決算状況は収益的収支において１，６３１万２，０００円の純利益となり、資本

的収支におきまして生じた資金不足９，６５９万４，０００円は損益勘定留保資金、利益

剰余金等の内部留保資金で補塡をいたしました。 

 認定第１号から認定第８号までは、地方自治法第２３３条の３、認定第９号につきまし

ては、地方公営企業法第３０条の４の規定により、監査委員の意見を付して議会の認定を

お願いするものでございます。 

 なお、地方自治法第２３３条の５の規定により、主要施策の成果報告書をあわせて提出

しておりますので、お目通しを願いたいと思います。 

 要点説明につきましては、会計管理者及び水道課長より説明を行わせますので、御審議

の上、御承認賜りますようお願い申し上げます。 

○田岡秀俊議長  会計管理者、萩岡一志君。 

○萩岡会計管理者  ただいま上程されました、認定第１号から第８号のうち、町長か

ら御説明を申し上げました一般会計を除いた特別会計につきまして、決算額を読み上げ報

告とさせていただきます。 

 それでは、決算書の２０９ページをお開きください。 

 認定第２号 平成２８年度まんのう町国民健康保険特別会計歳入歳出決算のうち、事業

勘定について御報告いたします。 

 歳入決算額２５億２，０３３万１，６０２円に対しまして、歳出決算額２４億６，２２

７万９，３８９円でございまして、歳入歳出差し引き残額は５，８０５万２，２１３円で
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ございます。 

 翌年度へ繰り越すべき財源はございませんので、翌年度へ繰越額実質収支は５，８０５

万２，２１３円でございます。 

 決算額の対前年度比は歳入が約１．７％の減、歳出は約３．６％の減となっております。 

 次に、２５７ページをお開きください。 

 平成２８年度まんのう町国民健康保険特別会計、直営診療施設勘定のうち歯科の歳入歳

出決算でございます。 

 歳入決算額４３０万８２７円に対しまして、歳出決算額は同額の４３０万８２７円でご

ざいまして、歳入歳出差し引き残額はゼロ円でございます。よって、翌年度へ繰り越すべ

き財源及び翌年度へ繰越額ともにゼロ円でございます。 

 次に、２７１ページをお開きください。 

 平成２８年度まんのう町国民健康保険特別会計、直営診療施設勘定のうち内科の歳入歳

出決算でございます。 

 歳入決算額６，４１１万２，６６７円に対しまして、歳出決算額は同額の６，４１１万

２，６６７円でございまして、歳入歳出差し引き残額はゼロ円でございます。よって、翌

年度へ繰り越すべき財源及び翌年度へ繰越額ともにゼロ円でございます。 

 内科と歯科を合わせた直営診療施設勘定決算額の対前年度比は、歳入歳出ともに約４．

１％の増となっております。 

 また、国民健康保険特別会計全体の決算額の対前年度比は、歳入が約１．５％の減、歳

出が約３．４％の減となっております。 

 次に、決算書２９７ページをお開きください。 

 認定第３号 平成２８年度まんのう町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算でございま

す。 

 歳入決算額２億４，８２８万７，１１３円に対しまして、歳出決算額２億４，６５２万

４，６１３円でございまして、歳入歳出差し引き残額は１７６万２，５００円でございま

す。 

 翌年度へ繰り越すべき財源はございませんので、翌年度へ繰越額実質収支は１７６万２，

５００円でございます。 

 決算額の対前年度比は、歳入が約０．８％の増、歳出が約２．３％の増となっておりま

す。 

 ３１９ページをお開きください。 

 認定第４号 平成２８年度まんのう町介護保険特別会計歳入歳出決算でございます。 

 歳入決算額２４億７，６３９万５，１９８円に対しまして、歳出決算額２３億８，７８

２万３，４２８円でございまして、歳入歳出差し引き残額は８，８５７万１，７７０円で

ございます。 

 翌年度へ繰り越すべき財源はございませんので、翌年度へ繰越額実質収支は８，８５７
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万１，７７０円でございます。 

 決算額の対前年度比は、歳入が約４．４％増、歳出が約４．２％増となっております。 

 ３６９ページをお開きください。 

 認定第５号 平成２８年度まんのう町簡易水道特別会計歳入歳出決算でございます。 

 歳入決算額２億７，５３８万３，９４４円に対しまして、歳出決算額２億３，９０８万

９１２円でございまして、歳入歳出差し引き残額は３，６３０万３，０３２円でございま

す。 

 この残額につきましては、平成２９年４月１日からまんのう町簡易水道事業がまんのう

町水道事業へ統合されたことに伴いまして、まんのう町水道事業会計へ引き継いでおりま

す。 

 決算額の対前年度比は、歳入が約１６．３％の増、歳出が約７．５％の増となっており

ます。 

 次に、３９５ページをお開きください。 

 認定第６号 平成２８年度まんのう町下水道特別会計歳入歳出決算でございます。 

 歳入決算額２億１，５３５万４，０４７円に対しまして、歳出決算額２億７８８万５，

５５７円 でございまして、歳入歳出差し引き残額は７４６万８，４９０円でございます。 

 このうち翌年度へ繰り越すべき財源が６２２万７，０００円ございますので、これを差

し引いた翌年度へ繰越額実質収支は１２４万１，４９０円でございます。 

 決算額の対前年度比は、歳入が約７．７％の増、歳出が約５．５％の増となっておりま

す。 

 ４２３ページをお開きください。 

 認定第７号 平成２８年度まんのう町農業集落排水特別会計歳入歳出決算でございます。 

 歳入決算額３，１０９万６，１３６円に対しまして、歳出決算額２，９２０万１４７円

でございまして、歳入歳出差し引き残額は１８９万５，９８９円でございます。 

 翌年度へ繰り越すべき財源はございませんので、翌年度へ繰越額実質収支は１８９万５，

９８９円でございます。 

 決算額の対前年度比は、歳入が約３．２％の減、歳出が約４．８％の減となっておりま

す。 

 ４４３ページをお開きください。 

 認定第８号 平成２８年度まんのう町浄化槽整備推進事業特別会計歳入歳出決算でござ

います。 

 歳入決算額５，０７８万５，７７９円に対しまして、歳出決算額は同額の５，０７８万

５，７７９円でございまして、歳入歳出差し引き残額はゼロ円でございます。よって、翌

年度へ繰り越すべき財源及び翌年度へ繰越額ともにゼロ円でございます。 

 決算額の対前年度比は、歳入歳出ともに約７．３％の減となっております。 

 最後に、４５７ページからは、財産に関する調書でございます。 



－２５－ 

 なお、執行内容等詳細につきましては、付託予定であります常任委員会におきまして、

各担当課長より御説明申し上げます。 

 以上、御審議いただき、御認定のほどよろしく申し上げ、報告とさせていただきます。 

○田岡秀俊議長  水道課長、天米賢吾君。 

○天米水道課長  それでは、認定第９号 平成２８年度まんのう町水道事業会計決算

の概要について説明させていただきます。 

 別冊にとじております決算報告書の１ページをお開きください。 

 まず、収益的収支の収入におきまして、第１款水道事業収益総額が３億４６万４，９０

２円、内訳としまして、第１項営業収益２億４，９９８万７，８５３円、第２項営業外収

益が５，０４７万７，０４９円であります。 

 なお、収入総額から備考に書いております仮受消費税を差し引き、税抜き決算収入額が

２億８，２０４万１，０７２円となっております。 

 続いて、支出であります。 

 第１款水道事業費用として、決算総額２億７，４９１万８，１６８円、内訳としまして、

第１項営業費用２億５，３７８万７，４４８円、第２項営業外費用２，１１３万７２０円

であります。 

 支出総額から備考の仮払い消費税を差し引き、税抜き決算支出額が２億６，５７２万９，

０３２円となり、当年度純利益として１，６３１万２，０４０円となっております。 

 続きまして、裏面２ページをお開きください。 

 資本的収支についてであります。 

 まず、収入におきまして、第１款資本的収入総額が８，７０２万８，２３２円、内訳と

して、第１項企業債が８，０００万円、第３項補助金３９５万４，０００円、第５項負担

金２３７万９，４６８円、第７項補償金が６９万４，７６４円であります。 

 続いて、支出でありますが、第１款資本的支出総額が１億８，３６２万２，７１８円、

内訳として、第１項建設改良費１億２，１３７万７，０９６円、第２項企業債償還金６，

２２４万５，６２２円となっております。 

 なお、資本的収入が支出に対して不足をしております９，６５９万４，４８６円は、消

費税資本的収支調整額で８９９万８９６円、当年度分損益勘定留保資金で４，６７４万２，

２０３円、過年度損益勘定留保資金で１２３万８，９２８円、減債積立金で１，５４４万

１，０００円、建設改良積立金で２，４１８万１，４５９円で補塡をいたしました。 

 以上、御審議の上、認定賜りますようよろしくお願いいたします。 

○田岡秀俊議長  これをもって、提案理由及びその内容の説明を終わります。 

 質疑に入る前に、監査委員が議場におられますので、審査の報告をお願いいたします。 

 監査委員、松下一美君。 

○松下一美監査委員  決算審査の報告を申し上げます。 

 地方自治法第２３３条第２項、同法第２４１条第５項及び地方公営企業法第３０条第２
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項の規定により、審査に付された平成２８年度まんのう町一般会計歳入歳出決算、同年度

各特別会計歳入歳出決算及び水道事業会計決算並びに基金の運用状況を審査した結果を御

報告申し上げます。 

 去る８月１０日、町役場におきまして、増田代表監査委員と私で決算の審査を行いまし

た。 

 審査は、決算書、関係帳簿、証拠書類により行いました。 

 審査の結果につきましては、審査に付された歳入歳出決算及び書類はいずれも関係法令

に準拠して作成されておりました。 

 決算の計数につきましても、関係諸帳簿を照合した結果、正確であることを認めました。 

 また、基金の運用につきましても、適正な運用がなされていることを認めました。 

 ただし、収入未済額の徴収については各課によって対応しているが、徴収体制について

ばらばらの対応が見られる。今後は、複数の職員による徴収、また、マニュアル等の整備

等、速やかに改善を図られたい。 

 以上で、決算審査の報告を終わります。 

○田岡秀俊議長  これをもって、審査報告を終わります。 

 これより、質疑に入ります。本議案は委員会付託を予定しておりますので、質疑はあく

までも総括的、大綱的な質疑にとどめていただきたいと思います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○田岡秀俊議長  質疑なしと認めます。 

 ただいま議題となっております認定第１号は総務常任委員会に、認定第２号、第３号、

第４号、第８号の４案件は教育民生常任委員会に、認定第５号、第６号、第７号、第９号

の４案件は建設経済常任委員会にそれぞれ付託いたします。 

日程第１８ 議案第１号 まんのう町道路線の廃止について

○田岡秀俊議長  日程第１８、議案第１号 まんのう町道路線の廃止についてを議題

といたします。 

 提出者から提案理由の説明を求めます。 

 町長、栗田隆義君。 

○栗田町長  ただいま上程されました、議案第１号 まんのう町道路線の廃止につい

ての提案理由を申し上げます。 

 道路線の廃止については、道路法第１０条第３項において準用する同法第８条第２項の

規定により、議会の議決を求めるものでございます。 

 路線名、下王地線、延長２３３．７メートルの道路線を廃止するものでございます。 

 この廃止された路線につきましては、県営中山間地域総合整備事業まんのう地区（ほ場

整備事業）長尾地区の事業により、幅員４メートルに改良し、土地改良における農道とし

て管理する予定となっております。 
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 位置、場所については、議案書に図面を添付しておりますので、参照ください。 

 御審議の上、御議決賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

○田岡秀俊議長  これをもって、提案理由及びその内容の説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。本議案は委員会付託を予定しておりますので、質疑はあく

までも総括的、大綱的な質疑にとどめていただきたいと思います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○田岡秀俊議長  質疑なしと認めます。これをもって、質疑を終了いたします。 

 ただいま議題となっております議案第１号は、建設経済常任委員会に付託いたします。 

日程第１９ 議案第２号 字の区域の変更について

○田岡秀俊議長  日程第１９、議案第２号 字の区域の変更についてを議題といたし

ます。 

 提出者から提案理由の説明を求めます。 

 町長、栗田隆義君。 

○栗田町長  ただいま上程されました、議案第２号 字の区域の変更について提案理

由を申し上げます。 

 字の区域の変更について、地方自治法第２６０条第１項の規定により、議会の議決を求

めるものでございます。 

 この字の区域の変更を必要とした理由として、土地改良法第８５条第１項の規定により、

まんのう町長尾において、県営中山間地域総合整備事業まんのう地区（ほ場整備事業）長

尾地区を施工したことに伴い、従来の字界が原形をとどめなくなったため、新字界を定め

るものでございます。 

 なお、詳細につきましては、担当課長より説明させますので、御審議の上、御議決賜り

ますようお願い申し上げます。 

○田岡秀俊議長  建設土地改良課長、池田勝正君。 

○池田建設土地改良課長  それでは、詳細について御説明申し上げます。 

 別紙、字界変更調書をごらんください。 

 まず、まんのう町長尾字大石橋に編入する区域として、大字長尾字方吹１４５７の３の

一部、１４５７の４の一部、１４５８の１の一部、１４５９の１の一部及びこれらの区域

に隣接する道路、水路である町有地の一部、大字長尾字五反地６６６の一部、６６７の一

部及びこれらの区域に隣接する道路である町有地の全部並びに６３９、６４０、６５１地

先の道路である町有地の一部、６６８の１・６６８の３合併、６６８の２に隣接する道路

である町有地の全部を長尾字大石橋に編入するものでございます。 

 続きまして、まんのう町長尾字五反地に編入する区域として、大字長尾字長塚９３７の

一部及びこの区域に隣接する道路、水路である町有地の一部、大字長尾字大石橋６０８、

６０９の１、６０９の２、６３１、６３２地先の道路、水路である町有地の一部、大字長
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尾字方吹１４５７の３地先の道路、水路である町有地の一部を長尾字五反地に編入するも

のでございます。 

 続きまして、まんのう町長尾字長塚に編入する区域として、大字長尾字五反地６３５の

１の一部及びこの区域に隣接する道路、水路である町有地の全部並びに字長塚９３６の１、

９３７に隣接する道路である町有地の一部、大字長尾字方吹１４５５の１の一部及びこの

区域に隣接する水路である町有地の全部並びに１４５５の１、１４５６、１４５７の３地

先の水路である町有地の一部を長尾字長塚に編入するものです。 

 続きまして、まんのう町長尾字方吹に編入する区域として、大字長尾字長塚９３７の一

部、９３８の一部、９３９の一部、９４０の一部及びこれらの区域に隣接介在する道路、

水路である町有地の一部並びに９３９、９４０地先の道路である町有地の一部を長尾字方

吹に編入するものでございます。 

 位置、場所につきましては、図面を添付しておりますので、御参照ください。 

 御審議の上、御議決賜りますようお願い申し上げます。 

○田岡秀俊議長  これをもって、提案理由及びその内容の説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。本議案は委員会付託を予定しておりますので、質疑はあく

までも総括的、大綱的な質疑にとどめていただきたいと思います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○田岡秀俊議長  質疑なしと認めます。これをもって、質疑を終了いたします。 

 ただいま議題となっております議案第２号は、建設経済常任委員会に付託いたします。 

日程第２０ 議案第３号 まんのう町官民連携事業に関する個別外部監査契約に基づく

監査によることについて

○田岡秀俊議長  日程第２０、議案第３号 まんのう町官民連携事業に関する個別外

部監査契約に基づく監査によることについてを議題といたします。 

 提出者から提案理由の説明を求めます。 

 町長、栗田隆義君。 

○栗田町長  ただいま上程されました、議案第３号 まんのう町官民連携事業に関す

る個別外部監査契約に基づく監査によることについて、その提案理由を申し上げます。 

 契約後６年を経過したまんのう町立満濃中学校改築・町立図書館等複合施設整備事業は、

維持管理運営業務に移行して５年目に入っております。 

 この事業は官民連携事業という特殊なものであるため、その実施内容について、私は第

三者による監視が必要であると考え、事業を開始した平成２３年度から個別外部監査を実

施してまいりました。 

 昨年の監査においては、一昨年までの監査で各業務について問題なく遂行されていると

評価されたことを受けて、本町のモニタリング状況及び過去に指摘された事項の改善状況

の二点を監査対象とした個別外部監査を実施いたしました。 
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 監査の結果、本町のモニタリング状況に関しましては、図書館やスポーツセンターの利

用者増加に向けた積極的な話し合いがなされているとの評価を受けており、また、これま

でに指摘された事項の改善状況に関しましては、おおむね改善されたものとの報告を受け

ております。 

 一方で、ＳＰＣの財務状況について確認し、経営状況等、問題となる事象がないか検討

すべき、また、情報技術活用システム関連業務におけるウイルス対策など、専門的分野の

モニタリングに関して検討する余地があるとの指摘を受けております。 

 そこで、本年度の監査では、昨年度に引き続き、本町のモニタリング状況及び過去に指

摘された事項の改善状況に加え、ＳＰＣの財務状況の確認及びウイルス対策に関すること

についての四点を監査対象とした個別外部監査を実施いたしたいと考えており、去る７月

１１日に、本町監査委員に対し、個別外部監査にて監査を実施することを求め、７月１２

日付で個別外部監査が相当であるとの回答をいただいております。 

 このことから、本日、地方自治法第２５２条の４１第４項により準用される同法第２５

２条の３９第４項の規定により、官民連携事業に関する個別外部監査契約に基づく監査を

実施することについて、議会の議決を求めるものでございます。 

 御審議の上、御議決賜りますようお願い申し上げます。 

○田岡秀俊議長  これをもって、提案理由及びその内容の説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○田岡秀俊議長  質疑なしと認めます。これをもって、質疑を終了いたします。 

 お諮りいたします。 

 ただいま議題となっております議案第３号は、会議規則第３９条第３項の規定により、

委員会付託を省略いたしたいと思います。これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○田岡秀俊議長  異議なしと認めます。 

 よって、議案第３号は委員会の付託を省略することに決定いたしました。 

 これより、討論に入ります。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○田岡秀俊議長  討論なしと認めます。これをもって、討論を終了いたします。 

 これより、議案第３号 まんのう町官民連携事業に関する個別外部監査契約に基づく監

査によることについてを採決いたします。本案は、原案のとおり決することに御異議あり

ませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○田岡秀俊議長  異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 議案第３号が可決されましたので、ここで手続上、執行部から監査委員への意見聴取が
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必要なため、午後１時まで休憩といたします。 

休憩 午前１１時４０分 

               （大西樹議員・竹林昌秀議員退席 午前１１時４０分） 

再開 午後 １時００分 

○田岡秀俊議長  休憩を戻して、会議を再開いたします。 

日程第２１ 議案第４号 まんのう町官民連携事業に関する個別外部監査契約の締結に

ついて

○田岡秀俊議長  日程第２１、議案第４号 まんのう町官民連携事業に関する個別外

部監査契約の締結についてを議題といたします。 

 提出者から提案理由の説明を求めます。 

 町長、栗田隆義君。 

○栗田町長  ただいま上程されました、議案第４号 まんのう町官民連携事業に関す

る個別外部監査契約の締結について、その提案理由を申し上げます。 

 本町が実施しておりますまんのう町立満濃中学校改築・町立図書館等複合施設整備事業

は、２５年間の長期契約により実施する事業であり、多くの業務があり、それぞれ専門的

な理解を深めなければ監査の実施が難しいことから、昨年度に引き続き、本町が適切に監

査を行える監査人であると認めた、高松市藤塚町一丁目１０番３０号、三和会計事務所に

所属の税理士、米田守宏氏と来年３月末まで３００万円にて個別外部監査契約を締結しよ

うとするものでございます。 

 なお、このことにつきましては、本町監査委員より妥当であるとの意見をいただいてお

ります。 

 御審議の上、御議決賜りますようお願い申し上げます。 

○田岡秀俊議長  以上で、提案理由及びその内容の説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○田岡秀俊議長  質疑なしと認めます。これをもって、質疑を終了いたします。 

 お諮りいたします。 

 ただいま議題となっております議案第４号は、会議規則第３９条第３項の規定により、

委員会付託を省略いたしたいと思います。これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○田岡秀俊議長  異議なしと認めます。 

 よって、議案第４号は委員会の付託を省略することに決定いたしました。 

 これより、討論に入ります。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 
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○田岡秀俊議長  討論なしと認めます。これをもって、討論を終了いたします。 

 これより、議案第４号 まんのう町官民連携事業に関する個別外部監査契約の締結につ

いてを採決いたします。本案は、原案のとおり決することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○田岡秀俊議長  異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

日程第２２ 議案第５号 香川県広域水道企業団の設置について

○田岡秀俊議長  日程第２２、議案第５号 香川県広域水道企業団の設置についてを

議題といたします。 

 提出者から提案理由の説明を求めます。 

 町長、栗田隆義君。 

○栗田町長  ただいま上程されました、議案第５号 香川県広域水道企業団の設置に

ついて、提案理由を申し上げます。 

 水道事業及び工業用水道事業の経営に関する事務等を共同処理するため、地方自治法第

２８４条第２項の規定により、次のとおり規約を定め、香川県広域水道企業団を設置する

ことについて、同法第２９０条の規定に基づき、議会の議決を求めるものでございます。 

 なお、企業団を構成する団体は、規約第２条の別表に掲げる香川県と８市８町でありま

す。 

 香川県の水道事業は、全国的な課題である人口減少に伴う給水収益の減少と、その半面、

増大してくる老朽施設の更新や、近い将来、高い確率で発生が予想されております南海ト

ラフを震源とする巨大地震への対応、また、水道事業従事者の技術継承といった課題に加

え、香川県特有の課題である渇水への対応など、さまざまな共通の課題を抱えております。 

 こうした状況の中、香川県では比較的小規模な水道事業体が多いということもあり、そ

れぞれが単独で将来にわたってこれらの課題解決に当たることは困難と考え、平成２０年

の水道事業担当者による水道広域化勉強会の開催に始まり、平成２５年４月からは広域化

検討協議会、平成２７年４月からは法定協議会である香川県広域水道事業体設立準備協議

会を設置し、全事業体を挙げて具体的な検討を行ってまいりました。 

 今回、香川県及び８市８町の間で山積する課題を解決し、将来にわたって安全で安心な

水道水を安定的に供給できる体制を確立するためには、企業団を設置し、水道事業を統合

することによる施設の統廃合や業務の効率化、経費の節減などによる経営基盤強化の具体

的な経営指針で合意を得たことから、地方自治法第２８４条第２項の規定に基づき、規約

を定めて香川県広域水道企業団を設置しようとするものでございます。 

 また、まんのう町の独自性を生かした成果として、企業団発足後も島嶼部以外において

県内唯一香川用水は導入せず、自己水源のみで運営していくこと、また、水道料金につい

ては、企業団発足後の平成３０年４月から平成４０年４月の統一料金になるまでの１０年
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間は現行どおりとなり、統一後の料金はおおむね１４．７％の値下げとなる計画となって

おります。 

 広域化協議会発足当初、企業団への参画に強い懸念を持っていました当町にとっては、

大変大きなメリットのある計画となりました。 

 水道事業は、日常生活や社会経済活動はもちろん、災害発生後には最優先となるライフ

ラインであり、本格的な人口減少時代の到来が予測される当町の水道事業においても、水

道事業の基本理念である安心・安全・安定を、健全な経営のもと将来にわたって継続して

いくためには、香川県広域水道企業団に参画することは必要であると判断いたしました。 

 御審議の上、御議決賜りますようお願い申し上げます。 

○田岡秀俊議長  以上で、提案理由及びその内容の説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。本議案は委員会付託を予定しておりますので、質疑はあく

までも総括的、大綱的な質疑にとどめていただきたいと思います。質疑はありませんか。 

 １４番、川原茂行君。 

○川原茂行議員  一点、この間、市長会もあったと思いますが、いわゆる議会構成の、

香川県議会が６名というのが、これが地区でいくのか、香川県どっからでも出てくるよう

な格好になっておるのか、これ、わかっておればお聞きしたいと思います。 

○田岡秀俊議長  水道課長、天米賢吾君。 

○天米水道課長  今、川原議員の質問に関しましては、人数は、今、言われたとおり

決まっておりますけども、どこから選出されるということまでは、まだ決まっておりませ

んというのが現状であります。        （竹林昌秀議員着席 午後１時０９分） 

○田岡秀俊議長  再質問、１４番、川原茂行君。 

○川原茂行議員  今、課長の話となると、これは将来的に、きちんと決まるまでには、

どの地区からという選任じゃなくて、香川県議会の中から６名を選ぶというのが基本的な

考えなんですか。それとも、香川県狭しといえども、東讃から中・西讃まである、いろい

ろなところからというような意見がおありなのか、全く未知なのかどうなのか、そこらは

どんなんですか。 

○田岡秀俊議長  水道課長、天米賢吾君。 

○天米水道課長  県事務局自体の考えというのはまだ聞いておりませんけども、我々

水道事業体同士の話の中では、選挙区ごとに平等に選出するのが一番いいのではないかと

いう声はあります。 

○田岡秀俊議長  再質問、１４番、川原茂行君。 

○川原茂行議員  これ、６名という根拠なんですね、人数の根拠。地区から選ぶから

６名になったのか、もういいかげんで、６名という根拠がどこから出たのかというのを、

基本的な考え方ですね、香川県議員が６名おらないかんがいうて、じゃあその根拠はなぜ

６名になるのかと。東讃からも必要だろう、中讃からも必要だろう、西讃からも必要だろ

う、いろいろ考えてしたら６名なったというんだったらわかるんやけども、６名は要りま
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すよ、東讃だけでいきますよという結果が出るかもわからんのですか。その６名の根拠な

んですよ。 

○田岡秀俊議長  水道課長、天米賢吾君。 

○天米水道課長  ６名の根拠につきましては、後期高齢広域連合の議員数を参考につ

くっているというのは説明がありました。以上です。 

○田岡秀俊議長  川原議員、この議案につきましては、建設経済常任委員会の付託を

予定しておりますので、そのあたりにつきましても、また詳しく調べていただいておって、

建設経済常任委員会の中でまたお話しいただけたらと思いますが。 

 ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○田岡秀俊議長  質疑なしと認めます。これをもって、質疑を終了いたします。 

 ただいま議題となっております議案第５号は、建設経済常任委員会に付託いたします。 

日程第２３ 議案第６号 平成２９年度まんのう町一般会計補正予算（案）第１号

○田岡秀俊議長  日程第２３、議案第６号 平成２９年度まんのう町一般会計補正予

算（案）第１号を議題といたします。 

 提出者から提案理由の説明を求めます。 

 町長、栗田隆義君。 

○栗田町長  ただいま上程されました、議案第６号の平成２９年度まんのう町一般会

計補正予算（案）第１号につきまして、その提案理由を申し上げます。 

 １ページをお開きください。 

 第１条で、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ３億８，８５１万１，０００円を追

加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１１１億６，８５１万１，０００円とする

ものでございます。 

 第２条の地方債の補正は、５ページの第２表をごらんください。 

 これは、起債の目的にあるそれぞれの事業について、変更分を記載しております。 

 なお、詳細につきましては担当課長より説明させますので、御審議の上、御議決賜りま

すようお願い申し上げます。 

○田岡秀俊議長  総務課長、髙嶋一博君。 

○髙嶋総務課長  それでは、補正予算事項別明細書により歳入の補正に関する主要な

ものを御説明させていただきます。 

 １１ページをお開きください。 

 第１２款分担金及び負担金は１６３万５，０００円の増額です。これは、小規模ため池

防災特別対策事業分担金の増額によるものです。 

 １２ページをお開きください。 

 第１４款国庫支出金５１１万９，０００円の増額は、第１項国庫負担金、第１目民生費
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国庫負担金において、障害者自立支援給付費負担金６４万８，０００円の増額、第２項国

庫補助金、第２目民生費国庫補助金において、社会補償・税番号制度システム整備費補助

金２６万９，０００円の追加計上、さらに、第３項国庫委託金、第６目教育費国庫委託金

において、発達障害連携事業補助金として４２０万２，０００円を追加計上しております。 

 １３ページをごらんください。 

 第１５款県支出金は１億６，６７８万円の増額です。これは、第２項県補助金、第１目

総務費県補助金において、公衆無線ＬＡＮ環境整備促進事業補助金を３万２，０００円追

加し、第４目農林水産業費県補助金において、中山間地域等農地活用総合支援事業補助金

を１，１５７万８，０００円及び畜産クラスター補助金１億３，３８０万円を新規追加計

上し、小規模ため池防災特別対策事業補助金及び多面的機能支払推進交付金を合わせて１，

８９８万５，０００円増額し、単県補助林道改良事業費補助金を１００万円増額しており

ます。 

 また、第７目教育費県補助金において、理科教育設備整備費補助金及び防犯カメラ設置

補助金を合わせて１３８万５，０００円追加計上しております。 

 １４ページをお開きください。 

 第１９款繰越金１億３，７２７万７，０００円の増額は、前年度繰越金です。 

 １５ページをごらんください。 

 第２０款諸収入５４０万円の増額は、雑入において、ひまわり特産品化事業収入を新規

に追加計上しております。 

 １６ページをお開きください。 

 第２１款町債は７，２３０万円の増額です。これは、第１項町債、第１目総務債におい

て、琴南支所周辺整備事業債を４，９６０万円、交通安全施設整備事業債を４２０万円増

額、第４目農林水産業債において、小規模ため池防災対策特別事業債を９８０万円、単独

県費補助治山事業債を４００万円増額、さらに、第６目土木債において、道路改良事業債

を４７０万円増額するものです。 

 続きまして、歳出に関する主なものについて御説明申し上げます。 

 １７ページをごらんください。 

 第２款総務費は８，６５３万８，０００円の増額です。これは、第１項総務管理費、第

８目交通安全対策費において、工事請負費を４５０万円増額、第１１目かりんの里づくり

事業費において、備品購入費を８０万円増額、第１３目情報通信費において、委託料を６

２１万円、備品購入費を４５０万円増額、第１５目支所及び出張所費において、琴南支所

改修及び駐車場舗装工事に係る委託料、工事請負費を合わせて５，２２７万７，０００円

増額、第１６目町民会館費において、町民文化ホールの修繕料を３０万円増額、第２１目

地方創生推進事業費において、ひまわり特産品化事業補助金を１，６６３万８，０００円

増額し、第３項戸籍住民登録費において、共済費及び賃金を合わせて１３１万３，０００

円を増額するものです。 
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 １８ページをお開きください。 

 第３款民生費は２，８７５万２，０００円の増額です。これは、第１項社会福祉費、第

２目老人福祉費において、やすらぎ荘の施設修繕工事費を４９５万円減額し、機械器具購

入費を７１５万円増額、第３目障害者福祉費の委託料を１８１万５，０００円増額、さら

に、第２項児童福祉費、第５目認定こども園費において、修繕料、委託料、備品購入費を

合わせて２，４７３万７，０００円増額するものです。 

 １９ページをごらんください。 

 第５款労働費は１６０万８，０００円の増額です。これは、第１目勤労青少年ホーム管

理費において、修繕料を増額するものです。 

 ２０ページをお開きください。 

 第６款農林水産業費は１億９，９６３万８，０００円の増額です。これは、第１項農業

費、第３目農業振興費において、地域を支える集落営農加速化事業費を１，１５７万８，

０００円、特定作物振興事業費を１３０万円それぞれ増額し、第４目畜産業費において、

畜産クラスター事業補助金を１億３，３８０万円新規追加計上、第５目農地費において、

委託料、工事請負費、負担金、補助及び交付金を、単県土地改良事業費４５０万円、農道

水路管理費を２５０万円、小規模ため池防災特別対策事業費を３，２７０万円、多面的機

能支払推進交付金事業費を１００万円それぞれ増額及び追加計上するものです。 

 また、第６目農村環境改善センター費において修繕料を３８３万８，０００円増額し、

第２項林業費、第２目林道事業費において、林道に係る委託料及び維持補修工事費を２３

６万８，０００円増額、第３目治山事業費において、委託料及び工事費を５０５万４，０

００円増額するものです。 

 ２１ページをごらんください。 

 第８款土木費は５，３０９万６，０００円増額です。これは、第２項土木管理費、第２

目道路橋りょう維持費において、維持補修事業費を合わせて３，９０５万２，０００円増

額し、第３目道路橋りょう新設改良費において、町道改良工事費など単独町費事業費を６

００万円増額、さらに、第３項河川費、第３目河川改良費において、委託料、工事費合わ

せて３０４万４，０００円増額、第４項都市計画費、第２目公園費において、委託料を２

５０万円増額し、さらに、第５項住宅費、第１目住宅管理費において、修繕料を２５０万

円増額するものでございます。 

 ２２ページをお開きください。 

 第１０款教育費は１，８８７万９，０００円の増額です。これは、第１項教育総務費、

第２目事務局費において、報償費から旅費、需用費など事務局費として１１１万４，００

０円、早期支援教育センター管理運営費として２８０万３，０００円それぞれ増額し、第

２項小学校費、第１目学校管理費において、修繕料、委託料合わせて９５０万円増額し、

第２目教育振興費において、補助事業である教材備品費を１８１万４，０００円新規追加

計上し、第３項中学校費、第１目学校管理費において、修繕料を４５万円増額し、第２目
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教育振興費において、補助事業である教材備品を３６万２，０００円増額、満濃中学校教

育振興補助金を４１万４，０００円減額しておりますが、この減額については事務局費へ

の振替であります。 

 また、第５項社会教育費、第１目社会教育総務費において、文化財保護事業費の修繕料

を５０万円増額、第２目公民館費において、修繕料４０万円を増額しております。 

 さらに、第６項保健体育費、第２目体育施設費において、修繕料など需用費を２３５万

円増額しております。 

 なお、２３ページに地方債の現在高等に関する調書を添付いたしておりますので、お目

通しのほどよろしくお願いいたします。 

 以上、議案第６号 平成２９年度まんのう町一般会計補正予算（案）第１号についての

御説明とさせていただきます。 

 御審議の上、御議決賜りますようよろしくお願いいたします。 

○田岡秀俊議長  これをもって、提案理由及びその内容の説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。本議案は委員会付託を予定しておりますので、質疑はあく

までも総括的、大綱的な質疑にとどめていただきたいと思います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○田岡秀俊議長  質疑なしと認めます。これをもって、質疑を終了いたします。 

 ただいま議題となっております議案第６号は、総務常任委員会に付託いたします。 

日程第２４ 議案第７号 平成２９年度まんのう町国民健康保険特別会計補正予算

（案）第１号

○田岡秀俊議長  日程第２４、議案第７号 平成２９年度まんのう町国民健康保険特

別会計補正予算（案）第１号を議題といたします。 

 提出者から提案理由の説明を求めます。 

 町長、栗田隆義君。 

○栗田町長  ただいま上程されました、議案第７号 平成２９年度まんのう町国民健

康保険特別会計補正予算（案）第１号について、その提案理由を申し上げます。 

 ２７ページをお開きください。 

 第１条、第１項事業勘定の予算額に歳入歳出それぞれ２，５７１万７，０００円を追加

し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ２７億２，０７１万７，０００円とするもの

でございます。 

 それでは、事項別明細書３５ページをお開きください。 

 歳入では、第５款前期高齢者交付金において、交付金を３，２３３万４，０００円減額

しており、第１１款繰越金においては、前年度繰越金を５，８０５万１，０００円増額計

上いたしております。 

 ３６ページをお開きください。 
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 これに対する歳出といたしまして、第１款総務費、第１項総務管理費、第１目一般管理

費において、手数料を３０万円増額し、第２款保険給付費では、財源の振替のため補正額

はありません。 

 そして、第４款前期高齢者納付金においては、納付金を５３万６，０００円増額いたし

ております。 

 また、第１１款諸支出金、第３目償還金において、２，４８８万１，０００円の増額を

いたしております。 

 以上、議案第７号 平成２９年度まんのう町国民健康保険特別会計補正予算（案）第１

号につきまして御説明申し上げました。 

 御審議の上、御議決賜りますようよろしくお願いいたします。 

○田岡秀俊議長  これをもって、提案理由及びその内容の説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。本議案は委員会付託を予定しておりますので、質疑はあく

までも総括的、大綱的な質疑にとどめていただきたいと思います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○田岡秀俊議長  質疑なしと認めます。これをもって、質疑を終了いたします。 

 ただいま議題となっております議案７号は、教育民生常任委員会に付託いたします。 

日程第２５ 議案第８号 平成２９年度まんのう町介護保険特別会計補正予算（案）第

１号

○田岡秀俊議長  日程第２５、議案第８号 平成２９年度まんのう町介護保険特別会

計補正予算（案）第１号を議題といたします。 

 提出者から提案理由の説明を求めます。 

 町長、栗田隆義君。 

○栗田町長  ただいま上程されました、議案第８号 平成２９年度まんのう町介護保

険特別会計補正予算（案）第１号について、その提案理由を申し上げます。 

 ３９ページをお開きください。 

 第１条で、歳入歳出それぞれ８，８５７万円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出

それぞれ２４億５，８８７万円とするものでございます。 

 事項別明細書４７ページをお開きください。 

 歳入では、第１０款繰越金、第１項の繰越金において、前年度繰越金を８，８５７万円

増額いたしております。 

 ４８ページをお開きください。 

 これに対する歳出といたしまして、第９款諸支出金、第１項償還金及び還付加算金にお

いて、第１目第１号被保険者保険料還付金として８０万円、第２目償還金を８，７７７万

円増額いたしております。 

 以上、議案第８号 平成２９年度まんのう町介護保険特別会計補正予算（案）第１号に
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つきまして御説明申し上げました。 

 御審議の上、御議決賜りますようよろしくお願いいたします。 

○田岡秀俊議長  これをもって、提案理由及びその内容の説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。本議案は委員会付託を予定しておりますので、質疑はあく

までも総括的、大綱的な質疑にとどめていただきたいと思います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○田岡秀俊議長  質疑なしと認めます。これをもって、質疑を終了いたします。 

 ただいま議題となっております議案８号は、教育民生常任委員会に付託いたします。 

日程第２６ 発議第１号 「全国森林環境税」の創設に関する意見書（案）

○田岡秀俊議長  日程第２６、発議第１号 「全国森林環境税」の創設に関する意見

書（案）を議題といたします。 

 提出者から提案理由の説明を求めます。 

 まんのう町議会議員、川原茂行君。 

○川原茂行議員  それでは、発議第１号について、提案理由を説明させていただきま

す。 

 「全国森林環境税」の創設に関する意見書（案）を別紙のとおり、まんのう町議会会議

規則第１４条の規定により提出するものであります。 

 提出者 川原茂行。 

 賛成者 三好勝利。 

 同じく、賛成者 大西豊。 

 提案理由といたしまして、平成２９年度税制改正大綱において、市町村が主体となって

実施する森林整備等に必要な財源に充てるため、個人住民税均等割の枠組みの活用を含め

都市・地方を通じて国民に等しく負担を求めることを基本とする森林環境税（仮称）の創

設」に関し「平成３０年度税制改正において結論を得る」と明記されたことから、森林・

林業・山村対策の抜本的強化を図るための「全国森林環境税」の早期導入を強く求めるも

のであります。 

 なお、意見書本文の内容につきましては、お手元に配付のとおりでありますので朗読を

省略させていただきますが、地方自治法第９９条の規定により、提出するものであります。

どうぞよろしくお願い申し上げます。 

○田岡秀俊議長  これをもって、提案理由及びその内容の説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○田岡秀俊議長  質疑なしと認めます。これをもって、質疑を終了いたします。 

 お諮りいたします。 

 ただいま議題となっております発議第１号は、会議規則第３９条第３項の規定により、
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委員会付託を省略いたしたいと思います。これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○田岡秀俊議長  異議なしと認めます。 

 よって、発議第１号は委員会の付託を省略することに決定いたしました。 

 これより、討論に入ります。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○田岡秀俊議長  討論なしと認めます。これをもって、討論を終了いたします。 

 これより、発議第１号 「全国森林環境税」の創設に関する意見書（案）を採決いたし

ます。本案は、原案のとおり決することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○田岡秀俊議長  異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 以上で本日の日程は全て終了いたしました。 

 なお、次回会議の再開は、９月４日、午前９時３０分といたします。本議場に御参集願

います。 

 本日はこれにて散会いたします。 

散会 午後１時３６分 
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   地方自治法第１２３条第２項の規定により署名する。 

    平成２９年９月１日 

        まんのう町議会議長 

        まんのう町議会議員 

        まんのう町議会議員 


